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く見られた。それらを KJ 法により分析した。その結果 16 のサブカテゴリーが，さらにそ
こから 5 のカテゴリーが抽出された。これらをもとに図解化を行った。以下にそれらを示
す（図１）。 
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る．適応指導教室に通ううちに子どもたちは安心して
自然体で過ごすことができるようになる．そして少し
ずつ活動的になり，同年代の集団の中でも自然にふる
まえるようになる．適応指導教室は不登校児童生徒の
自主性・自立性を育てたり，自信を回復させたり，対
人関係の能力を伸ばしていることが示され，学校とは
違う環境で安心できる居場所を提供し，援助していく
という不登校支援の重要な役割を果たしていることが
明らかになったといえよう．
